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【本領域の目的】 
 宇宙の始まりから現在までの歴史には多くの謎
が存在し未だ系統的な理解には至っていない。宇
宙の始めには物質の元となる素粒子が作られ軽い
元素が合成された。重力がそれらを引きつけ宇宙
には大小様々な構造が形成される。超新星爆発を
起こした恒星は多様な元素をばらまき、それらを
原料に資源に富んだ地球が形成された。そして、
太陽活動に影響されながら人類が誕生する環境が
実現した。この経過には、宇宙･素粒子の大問題と
いわれる現在の標準理論が説明できない謎が含ま
れ、また未解明の事柄も多い。 
 なぜ物質の元となる素粒子と反物質の元となる
反粒子は同数でなかったのか？宇宙の構造形成に
必要となる標準理論には含まれない暗黒物質とは
何か？超新星爆発の歴史とその詳細機構は？太陽
活動や地球活動のエネルギー源は？物質粒子の中
で宇宙に桁違いに多く存在するニュートリノはな
ぜ極端に軽いのか？ 
 本領域は、これらの謎を地下の極低放射能環境
で究明し、系統的な理論で結びつけることで統一
的な素粒子模型・宇宙像の構築を目指す。 
 

【本領域の内容】 
(a)物質・反物質の非対称性やニュートリノの極端

な軽さは、物質粒子中でニュートリノのみが持ち

うるマヨラナ性が鍵となる。マヨラナ性検証の唯

一現実的手法が、ニュートリノレス二重 β崩壊探

索である。継続的な感度向上とともに革新的技術

を開発する。 
(b)宇宙構成要素の約４分の１を占める暗黒物質

を直接的に探索し、さらに太陽系の移動に伴う暗

黒物質の風を捉えるための技術開発を行う。 
(c)星形成の歴史を写す過去の超新星ニュートリ

ノの世界初観測を実現する。また、近傍の超新星

爆発に対して、前兆ニュートリノを捉える体制を

構築し、爆発機構・星進化の解明につなげる。並

行して、太陽や地球などの天体活動をニュートリ

ノ観測で究明する。 
(d)それぞれの観測は低バックグラウンド実現の

ための極低放射能技術を共通課題としており、よ

り高度な極低放射能素材や材料表面の構築・測定

技術を実現し、各探索にフィードバックすること

で探索感度を飛躍的に高める。 
(e)マヨラナ性や暗黒物質を統一的に扱う理論体

型を構築し、宇宙の歴史を記述する新しいパラダ

イムを開拓するとともに、各実験の進展による波

及効果を相乗的に高める。  

 
宇宙の歴史と領域研究の関係 

 
【期待される成果と意義】 
 ニュートリノレス二重 β崩壊の世界最高感度か
つ多様な原子核での探索や暗黒物質の幅広い反応
様式での高感度探索を行い、同時に革新的技術や
方向感度をもつ検出器を開発することで、長期的
に世界をリードし、宇宙･素粒子の大問題の解明に
先陣を切る。また超新星を中心とした天体ニュー
トリノ観測連携体制は世界最大規模であり、星形
成の歴史や天体活動の解明に対する大きな貢献や、
前兆ニュートリノ観測による重力波観測などへの
波及効果が期待できる。宇宙史各時代の重要課題
を串刺しする本領域は、宇宙の歴史を系統的にひ
もとく上で最も効果的といえる。特にそれぞれの
観測が蓄積してきたノウハウを結集する連携は、
重複を廃した効率的な極低放射能技術の高度化を
実現する。この技術は、宇宙･天文･素粒子･原子核
研究での希な現象研究の基盤であり、高精度高感
度を必要とする広い分野への波及効果も期待でき
る。長期的かつ広い視野で世界をリードし続ける
研究体制は、将来の強いリーダーを育て、科学技
術立国日本に必要な人材育成にも貢献する。 
 

【キーワード】 
マヨラナ性：電荷が反転する粒子・反粒子は区別
可能だが、電荷０のニュートリノは粒子・反粒
子が同一でもよく、それをマヨラナ性という。 

暗黒物質：重力による宇宙構造形成で中心的役割
を果たした素粒子標準理論にない未知粒子。 

 
【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  1,122,800 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.lowbg.org/ugnd/ 


